
144/430MHz FMデュアルパンダー

国 702
丁 田 7
取扱説明書
お買いあげいただきましでありがとうございました。

こ1吏用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
本機は日本圏内専用のモデルですので、外国で使用することはできません。

この無線機を使用するには、郵政省のアマチュア無線局の免許が必要でホー

また、アマチュア無線以外の通信には使用できません。

株式会社ケンウッド
|くENWOODCORPORATION 

⑥PRINTED IN JAPAN B62-0001-10(MC) 
93/12 1110 9 8 7 6 5 4 3 2 1 92/12 1110 





目次
1.ご使用の前にu 必ずお読みください ................ 5 
2定格および付属品 •••••••••••••••••••••••••••• 6 
3.設置および接続 •••••••••••••••••••••••••••••• 7 
4.操作
4・1各部の名称と機能 ••••••••••••••••••••• 10 
4之 受信 .••• .・・置・..・ z ・E ・・・・・・・・・・ a ・・ a ・・・・ 15 
周波数の選択 ...•............• •.•..•... 16 
周波数ステップの選択 ......•..•.....•..•. 16 
デュアル受信 •.......•....•.•.....•.... 17 
サブバンドの周波数の選択 ...............• 17 

4.3 送信 .••••.• .・ B ・・・・・ a ・・・・・・・・・........ 18 
デ、ユープレックス運用 . .‘・・・・・・・・・・・ z ・・・・・ 18 
送信時間の制限(TOT:タイムアウトタイマー... 19 
パワー切り換え ............ .・・・・・・・・・・・・ 19 

4・4 メモリー ......................•...... 20 
メモリーの保持 ...... .岡 z ・・ a ・・・・......... 20 
メモリーの初期設定値(工場出荷時) ・......... 20 
リセット .......... .・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20 
メモリーチャンネル .. .・・・ z ・・・・ z ・・・・・.... 20 
メモリーの内容 . .・・ E ・・・ z ・z ・・・・ z ・z ・・ z ・E 冒. 21 
メモリーの書換え .‘・ z ・..・・ Z 贋............ 21 
メモリーの呼び出し ......... .・開......... 23 
メモリーシフト ..... .・・・ a ・・・ a ・・..・・・・・・. 23 

4・5 スキャン E ・a ・・..・奪・・・・・ s ・・・・ a ・・・・・・ a ・・ 24 
スキャンの種類 ......... .・・・・・・・・ E ・・・・・・ 24 
スキャン再開条件 雀...........・・..・・・・・・首 24 
バンドスキャン .. .・ E ・・・・・ E ・・・・・・・・..... 25 
プログラムスキャン .... .・・・・・・・ z ・・・・ 2 ・・・ 25 

メモリースキャン ..... .・・・・ z ・・・ a且...... 25 
デュアルスキャン z ・・冒・・ E ・・・・ z ・・・・..・..‘ 26 
メモリーチャンネルのロックアウト ......... 26 

4.6 レピーター ••••••••••••••••.•••••••••• 27 
レピーターの運用 ...........•.......••.• 27 
リパース ....•.•............•... 4 ・・・・・ 27 
シフト .............•.....• .・・・・・・・・・・ 28 
トーン .....•...........•...•......... 28 

4.7 トーンスケルチ(CTCSS).':・・・・・・・・・・・・・・ 29 
4.8 デ、ユアル.トーン・スケルチ・システぶ
(DTSS) ....................・・ 8 ・....... 29 

4.9 ページング........................... 32 
4・10ベル(留守番着信表示) ....・........... 38 
4・11オートパワーオフ(APO) ...........・・・・ 39 
4・12ディマー(DIM)

(照明の明るさ切り換え) . ........ ...... 39 
4・13ビープ音(BEEP)....................... 40 
4.14ロック(LOCKjA LOCK) ................. 40 
5.ブロックダイアグラム •••••••••••••••••••• • 別紙
6保守 ••.•••.••.••.• .・・ z ・・・・‘・ a ・・ E ・・ a ・z ・a ・・・・・ 41 
故障とお考えになる前に ......•.......•......... 41 
7.アクセサリー ............................... 43 
CTCSSユニット(TSU.6) ........................ 45 
DTMFユニット(DTU.2) ........................ 45 
リモートコントローラーRC.IO ................... 46 
リモートコントローラーRC嶋20 ................... 48 
8参考
申請書の書き方送信機系統図 ................. 49 
JARL制定アマチュアバンド区分 ...............•.. 50 
運用にあたってのご注意 .............•...•..•. 50 

3 



4 



l ご使用の前に…
必ずお読みください。

火災、感電やけがを防ぐために、

以下の注意事項をお守りくださ

しユ。

ケースやパネルを外さないでください。

三F

直射日光の当たる場所や、熱器具の近くに

置かないで、ください。

水の入った容器を置かないで、ください。

風通しの悪い所に置かないでください。

本セットはDC13.8V用です。大型車などの

24Vには直接接続しないでください。

ほこりや湿気の多い所に置かないでくださ

し'0

金属類や燃えやすいものを通風穴などから

入れないでください。

DC安定化電源を使用する場合

濡れた手で電源プラグに触れないでくださ

しコ。

=会

電源コードを抜き差しするときは、必ず電

源プラクゃを持って行ってください。

煙が出たり変な臭いがするときは、すぐに

電源プラグをコンセントから抜いて販売庖

またはサービスセジターへご連絡くださ

し'0

クリーニングのご注意

①お手入れの際は、電源プラグをコンセン

トから抜いてください。

②シンナーやベンジンなどで拭かないでく

ださい。

③汚れのひどいときは、水で薄めた中性洗

剤をご使用ください。

切ノ

亡コ
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2 定格および付属品
2.1.定格 TM.702 TM.702D 

周波数範囲 M H z • 144~146 / 430~440 

電 波 裂 式 F3(FM) 

アンァナインピーダンス 500 

使 用 ごIJ目lIll 度 量包 囲 -200C~+600C 

自主
電 j原 DC13.8V士15%(11.7 ~ 15.8V) 

接 地 方 式 マイナス接地

イ士 消費電流
送信(最大) 4A以下 8A以下

受信(無信号時) 0.6A以下 0.6A以下

周 波 数 安 定 度 土10ppm以内

様 す法(幅×両さ×奥行)(突起物を含む) 140 x 40 x 160(141 x 42 X 172) mm 140 x 40 X 200(141 X 42 x 212) mm  

重 量 L2kg l.4kg 

HI 10W 25W 

送 送信出力 MID 1羽「 10W 

LOW 約0.5W 約2W

変 調 方 式 リアクタンス変調
{言

不 要 轄 身f 9金 度 -60dB以下

最 大 周 波 数 偏 移 土5kHz

部
変調ひずみ(6 0 %変調時) 3%以下 (300~3000Hz)

マイクロホンインピーダンス 6000 

受 {言 方 式 ダブルスーパーヘテロダイン

受 中間周波数 第 1I F /第 21F 144MHz帯:30.3MHz/455kHz 430MHz帯:30.825MHz/455kHz 

受信感度 (12dB SINAD) 16dBμ(0.16μV)以下
信 選 択 度 -6dB:12kHz以上 -60dB 24kHz以下

ス ケ Jレ チ 感 度 -20dBμ(0.1μV)以下
部
低周波出力(5 %ひずみ時) 2W以上(80負荷)

低周波出力インピーダンス 80 

ご注意 L JAIA(アマチュア無線機器工業会)で定めた測定法による。 2. 定格は技術発達に伴い変更することがあります。
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マイクロホン

DC電源コード(ヒューズ20Ax2付き)
車載アングル

ネジセット

平ワツシャ一 一@・・
タッピンネジ .・<<t=・・・

六角セムスねじ 動・・・

六角スパナ 守一一一一寸】
予備ヒューズ ) 

TM-702 ........... 5A 
TM-702D ........ 10A 

保証書.
取扱説明書

JARL入会申込書
サービス拠点一覧表

設置および接続

車載アングルの取付け

3 付属品2-2 

3-1 

ご注意

1 取付け位置は、安全性、操作性を考慮して決めてくださ←い。

2.振動で外れないように、しっかり取り付けてください。

1
i
1
i
t
-
-

1.付属の平ワッシャーおよび

タッピンネジ(各4個)で、車
載アングルを車体に取り付
けてくださしユ。

A
斗
4
4
4
A
A斗
4

1

i

2.トランシーパーに、付属の
六角セムスねじ4本をゆるく

止めます。

ーi
T
i
-
-
1
i
1
i
1ょ

3.車載アングノレの切り込みAに
ねじを合わせ、切り込みに

沿って奥ヘー進めます。

4.車載アングルの切り込み
Bに、ねじBを合わせます。

7 

3段階の角度が選べます。

5.車載アングノレとトランシー
パーの取付け角度は、切り

込みBの位置によって、 3段
階選べます。操作しやすい

位置を選んでください。

6.付属の六角スパナを使っ
て、六角セムスねじを固く

締めます。

ご注意
ダンボール箱などは、移動の際や、アフターサービ

スのご依頼時などのために保管しておいてくださ
し〉。



3・2 接続

3・2-1 アンテナについて

トランシーパーの性能は、イ吏用するアンテナ虻大きく
左右されます。

本機の性能を十分に発揮させるために、正しく調整さ
れた良いアンテナを使用してください。

本機のアンテナインピーダンスは500です。
アンテナとの接続には、 8D-2V、RG・8/Uなど、 500系
の同軸ケーブルをご使用ください。

アンテナとトランシーパーの距離が遠くなる場合は、
低損失の同軸ケーブル(8D-2Vなど)をご使用くださ
い。また、同軸ケーブJレとアンテナのインピーダンス
マッチングをとり、アンテナ給電部でSWR二1.5以下
で使用してくださしユ。
SWRが極端に悪い場合、本機の保護回路が動作し、送
信出力が低下したり、 TVI，BCIの原因にもなります。

ご注意
火災、感電、人体への傷害、または機器への損傷に
対する保護のために、避雷器をご使用ください。
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3-2・2 車載

DC電源コードは、バッテリ一端子に直接接続してくだ
さい。シガレツトライタープラグは、電源の供給が不
安定で性能が保持できないことがありますので、おす
すめできません。

ご注意

外部スピーカーを用いる場合，
SP-50BまTこはSP-41

J 

1.ショート事故防止のため、バッテリーの一端子にあらかじめ

接続されている線をいったん外してください。

2.取付け、配線完了後、バッテリーの一端子を接続してくださ

しコ。

3. ヒューズホルダーは、耐熱性のテープなどで巻き、水滴から

保護してください。



バッテリーは、プラス、マイナスの極性に注意して配線してく
ださい。

ヒューズ

ーンJレム←占一客室内

• 

DC電源コードが熱や水滴
の影響を受けない場所を
選んで配線し、しっかり
固定してください。

シヤン

¥トランy

tーハーへ

/ 

グロメットなどを使っ
て、 DC電源コードが直接
鉄板の切り口に触れない
ようにしてください。

シャーシの配線穴が小さい場合は、ヒユース。ホルダーを分解し
て通してください。

五孟三百
@ヒューズ交換

客室側

伍加「一一一
この状態にして通すο

ヒューズが切れた時は各コードがショートなどで損傷
していないかを確かめてから、指定容量のヒューズと
交換してください。

@イグ、ニッションノイズ対策
車種によって大きなレベルのイグニッションノイズが
発生する場合は、車載用ノイズフィルターPG-3G、抵
抗入りスパークプラグなどの使用をご検討ください。

経延辺淫鐙与必位三平注午ヰ弘と会己正以→とどてコζ ごニー二二二戸ニ一二~ 一… 付℃

3・2-3 固定局

固定局運用には13.8V直流電源が必要です。次のDC安
定化電源のご使用をおすすめします。

ご注意

PS-22(TM-702のみ)
PS-32 

1.電源を接続する前にトランシーパー，およびDC電源の電源ス

イッチをOFFにしてください。

2.すべての接続が完了するまでDC電源のプラグをACコンセン

トに差さないでください。

ご注意.

極性を間違えないよう

に注意してください。

赤→⑤

黒砂θ

ACIOOV でニア「

コンセント ι三豊竺」
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4 操作
4.1 各部の名称と機能

4・1・1 前面パネル

。vや附514(2十22K一一町て・3hmgjVL
〉戸、 lilFhgB.8S.g.5ds
r "l曹曹哩型旦哩理署里鯉瞬静E)5日L
、ョノf⑪ o①⑪ o⑪⑪ o⑪

VOLつまみ
音量を調節します。

POWERスイッチ
電源のON/OFFを行います。

VFOキ一、 MRキーを押しなが

ら電源を入れると、それぞれ

VFOリセット、 MRリセットに

なります。 (20ページ)

また、電源投入時にマイクロ

ホンのPFキーをプログラムで

きます。

(PFキー 15ページ)

同調つまみ LOWキ IIマイクロホン端子
各種の周波数、モー

ド、メモリーチャン

ネルの設定およびス

キャンの方向変更お

よび各種のレベル設

定に使います。

SQLつまみ

時計方向に回して、無信号時

のザーという音を打ち消すス

ケノレチ動作に使います。

10 

送信出力をHI/MID/LOWの3I I付属のマイクロホンを接続してください。
段階に切り換えます。 II マイクロ示ン端子接続図(セットの正面から見た図)

DIM(デイマー)

Fキーを押してF表示が点灯し

ている問に押すと、ディスプ

レイおよびつまみ類のイルミ

ネーションの明るさを4段階に

切り換えられます。

送信出力とイルミネーション

の設定は、バンドを切り換え

ても変わりません。

(39ページ)

⑧GND 

①MIC¥¥ 

②STBY-
(PTT) 

③DWN/ 

④UP 

上r⑦GND(MIC)
⑥検波出力

位JL万
(100mV/lOkO) 
およひやディジタル信号入力

アナログ回路接続時は必ず

/ 
直流カットしてください。

¥ー⑤D…m



雨量一
M

e

一
A
6
5
里
二

一
間
一
一
口
⑪

一一部一一一一」@

一し

sm
一一一一
L

①

一時一益ポ
VFO/M砂Vキー MR/Mキー

押すとVFO動作になります。同調つまみで周
波数が変えられます。 (16ページ)

1秒以上押し続けると、バンドスキャン/プロ

グラムスキャンを開始します。 (25ページ)

メモリー、コール(CALL)動作時にFキーを押

してF表示が点灯している問に押すと、メモ

リーチャンネルやコールチャンネルの内容が

VFO動作に移ります。 (23ページ)

Fキーを1秒以上押して、 F表示が点滅してい

る聞に押すと、スキャン再開条件が切り換わ

ります。 (24ページ)

このキーを押しながら電源を入れ、続いても

う一度VFOキーを押すとコールチャンネルお
よびメモリーチャンネルの内容を除くすべて

の設定値は解除され、初期設定値に戻ります

(VFOリセット)0 (20ページ)

押すとメモリーチャンネル動作となり、同

調つまみでメモリーチャンネルが選べま

す。 (23ページ)

1秒以上押し続けると、メモリースキャン

を開始します。 (25ページ)

Fキーを押して、同調つまみでメモリー

チャンネルを選び、 F表示が点灯じている

聞に押すと、表示中の周波数がメモリーに

書き込まれます。 (21ページ)

メモリーチャンネル動作でFキーを1秒以上

押してF表示が点滅している聞に押すと、

そのチャンネルはロックアウト/ロックア

ウト解除されます。 (26ページ)

このキーを押しながら電源を入れると、メ

モリーを含めてすべて初期設定値に戻りま

す(メモリーリセット)0 (20ページ)

MHz/LOCKキー

VFO動作の時押すと、 100kHz以
下の周波数表示が消えます。

Iザ5

この聞は、向調つまみまたはマイ

クロフォンのUP/DOWNスイッチ
で、周波数を1MHzステップで変
えられます(MHzモード)。
約10秒経っか、いずれかのキーま
たはPTTスイッチを押すと解除さ

れます。

Fキーを押してF表示が点灯して

いる問に押すと、前面パネルのF

キーを除く全てのキーおよび同調

つまみは動作しなくなります。

(マイクロホンのキーは動作しま

す。)同じ操作を繰り返すと解除

されます。 (LOCK)

(40ページ)

Fキーを1秒以上押して、 F表示が

点滅している間に押すと、オート

パワーオフ機能がON/OFFしま
す。 (39ページ)
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/乏@心⑪ o⑪伐9;J¥
_________ ~ i¥¥¥¥¥  

CALLキー BELL / DTSSキ一場 TONE / SHIFTキー REV / STEPキー BAND / DUPキー

コールチャンネルを 表示中の周波数に対す F申すたびに T、CTCSS、 シフト中又はスプリッ 430MHz帯と 144MHz
ON/OFFさせます。 るベル機能をON/OFF OFFに切り換わります。 Tと トメモリー動作中に、 帯を切り換えます。

RC-10接続の場合
させます。 CTCSSでは、送信時にあら 送、受信周波数を反転 1秒以上押し続ける

コントロールをRC-10に移
かじめ設定されたトーン周 させるキーです。 とデュアルスキャン

すにはこのキーを押しなが
波数を付加します。 を開始します。

ら電源を入れてください。
(38ページ) (29ページ) (27ページ) (26ページ)

次項の操作は、はじめにFキーを押し、 F表示が出ている聞(10秒間)に、該当のキーを押してください。

表示中の周波数をコール DTSS又はページング 受信周波数に対して送信周 動作中の周波数ステッ シンプレックス運

チャンネル周波数に書換え 機能を選択します。 波数をシフトさせます。 プが表示されます。そ 用、デュープレック

ます。 (30ページ) シフト幅 の聞は、同調つまみ等 スおよびデュアル受

DTMFユニットが組み 144MHz帯土600kHz で周波数ステップを変 信運用を切り換えま

込まれていないときは 430MHz帯士5MHz 更できます。 す。

(23ページ) 周波数を音階でお知ら (28ページ) (16ページ) (17ページ)

せします。

次項の操作は、はじめにFキーを1秒以上押し、 F表示が点滅している間(10秒間)に、該当のキーを押してください。

TOT DTSSコード又はペー トーン周波数が表示されま ビープ音をON/OFFさ DTSSコード送信時

(タイムアウトタイマー) ジングコードが表示さ す。その間は、同調つまみ せます。 の遅れ時間を設定し

連続送信時聞を30分に限定 れ、その聞は向調つま 等で、周波数を変更できま ます。

します。 み等でコードを変更で す。

(19ページ) きます。 (30/33ページ) (28ページ) (40ページ) (31ページ)
」
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4・1・2 ディスプレイパネル
1 

8 

①LOCK 
A.LOCK 
②口TC皆吉

③T 
④口T吉田
⑤ DUAL 
⑥ APO 

⑦奄盟亘理

⑧島田血盟国

LOCK機能がONの時、点灯します。
ALLLOCK機能がONの時、点灯します。
TSU-6(別売)をつけた時:

14. 

トーン周波数の一致した信号のみを受信する

トーンスケルチ動作中であることを示しま

す。

トーンがONの時、点灯します。
DTSS機能がONの時点灯します。
テ、ユアル受信動作のとき点灯します。

APO(オートパワーオフ)機能がONの時点灯
します。

メインバンドのスケルチが聞いている時、点

灯します。

サブバンドのスケルチが開いている時、点灯

します。

⑨圃園田園園田園田園田園園園図受信時はメインバンドのSメータ一、送信時

はRFメータになります。

⑩一一一一一一一サブバンドのSメーターです。/

⑬し口W MI口 送信出力が、 LOW(またはMID)であることを

示します。表示なしはHIです。

⑫霊童

⑬ 

⑭ o 
⑮ 師自
貴'-，鉱官

⑮F 

タイムアウト・タイマー機能がONの持、点灯
します。

送信している時、点灯します。

デュープレックス運用の時点灯します。

動作中のメモリーチャンネル番号を示しま

す。女印がついている時はロックアウトされ

ています。

コールチャンネル中は、 C表示となります。

ページングのとき，はPO~P3 または PA表示と

なります。

F(ファンクション)キーが押されている状態で

あることを示します。 Fキーが1秒以上押さ

れると点滅にかわります。

⑫EtEt設8Et寂 サフやバンドの周波数を表示します。

⑬母
⑮ー+

しれア崎信動作のとき点灯しま肘す

0.5此kHzが有効なとき点点、灯します。

ベル機能がONの時点灯します。信号を受信
すると、点滅になります

受信周波数に対する送信周波数の+ーを示し

ます。表示なしは、送・受の周波数が同じ(シ

ンプレックス)です。スプリットチャンネル

中はー十が、同時に点灯します。

⑩|円臣V リパース動作中であることを示します。

⑫:........DDDC.I 送・受信周波数、周波数ステッストーン周
I 8B ti. ti. ti. ti 

国 A田・姐置..iIIIIa9'.・ 波数表示します。

| スキャン中は点滅します。
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4・1・2 背面パネル

④ 

①アンテナ端子 指定のコネクターで、インピーダン

ス500のアンテナに接続してくださ

しミ。

②電源コネクター 付属のDCコードを介して、 13.8Vの

直流電源に接続してください。

DCコードは、赤が+援、黒が一極で

す。

③ヒューズホルダー ヒューズは下記のとおりです。

TM-702 :5A 

TM-702 D :lOA 

④外部スビーカー用端子 インピーダンスは80です。

14 

4-1-3 マイク口ホン

骨一

:4' 

，8' 

①②UP/DWN(アップ/ダウン)スイッチ
送受信周波数、メモリーチャンネル、周波数ステップ、 トー

ン周波数をアップまたはダウンさせるスイッチです。押し続

けると連続して変化します。また、スキャンの方向が選択で

きます。サブバンドの音声出力を選択できます。

③PTT(プッシュ・トゥ・トークスイッチ)
押している問、送信状態になります。

また、スキャン、周波数ステップの選択、トーン周波数選択

中にこのスイッチを押すと、その動作が解除されます。

④CALLキ一
本体前面パネルのCALLキーと同じです。



⑤VFOキ一
本体前面パネルのVFOキーと同じです。

⑥MRキ一
本体前面パネルのMR/Mキーと同じです。

⑦PF(プログラマブル・ファンクション)キー
本体前面パネルの下記(A)のキーを押しながらPOWERスイッ
チを入れると、このPFキーは下記(B)の動作になります。

(A) (8) 

MHz キー MHz キー

ド キー モニター キー

8ELL キー 8ELL キー

TONE キー TONE キー

REV キー REV キー

8AND キー 8AND キー

LOW キー LOW キー

初期設定はBANDキーです。

モニタ スケルチ動作を解除する機能です。

このスイッチを押すごとにモニターが

ON/OFFします。
⑧LOCKスイッチ
PTTスイッチ以外のマイクロフォンのすべてのキーは動作し
なくなります。(本体のキーはロックされません)

4・2受信
4・2-1 受信

1.次のようにつまみおよびスイッチをセットしてくだ
さい。
POWERスイッチ :OFF 
VOLつまみ :反時計方向いっぱい

DC電源の電源スイッチ(閏定局の場合 :OFF
SQLつまみ :反時計方向いっぱい

2. (DC電源の電源スイッチ続いて) トランシーパーの
POWERスイッチをONにします。

電ll!EYl

一可円丹丹
す.:;.:1. Li Li Li 

SSRF -ー司同1-司自-8-5-7山一一-9 ロVEA-

3 VOLつまみを回すとノイズまたは信号が聞こえてき
ます。聞きやすい音量にしてください。

4.向調つまみで信号のない周波数を選びます。

5. SQLつまみを回してノイズが消える位置にしてくだ
さい。

6.希望の受信周波数にします。信号が入るとBUSY表
示が点灯し、 Sメーターが振れます。

15 



4・2之 周波数の選択

メインバンドの送・受信周波数は、 VFO、メモリーチャ
ンネノレおよびコールチャンネノレで選択できます。
バンドを切り換えるときは、 BAND/DUPキこを押しま
す。
1. VFOキーを押してVFOモードにします。

2.同調つまみ、 MHzキーまたはマイクロホンの
UP/DWNスイッチで希望の周波数にします。

3.メモリーチャンネルの周波数にしたいときはMR/M
キーを押し、同調つまみまたはマイクロホンの
UP/DWNスイッチで希望のメモリーチャンネルにし
ます。

4.コーノレチャンネルにしたいときはCALLキーを押し
ます。

モードの切り換え
VFOモード、メモリーチャンネルモード、コールチャ
ンネルモードは下図のキーで切り換わります。

4・2-3 周波数ステップの選択

周波数ステップは、 20kHzに初期設定されています。
次の手順により変更出来ます。

16 

1. VFOキーをt甲してVFOモードにします。
2. Fキーを押します。 F表示が10秒間点灯します。この
聞にREV/STEPキーを押します。
3.現在の周波数ステップが表示されます。

=1 rl 
C LI. 

S&円F -1-ーー-8-5-7-田町-9-0VEA-

4.向調つまみを回すか、マイクロホンのUP/ DWNス
イッチを押して希望の周波数ステップを選んでくだ
さい。周波数ステップは下記のとおりです。

ステップ l 

F5=IU工pt12出 4
5.設定後10秒経っか、または前面パネルのいずれかの
キーを押すと、 VFOモードに戻ります。
12.5kHz' 25kHz t，その他のステップを切り換えた場合の周波数補
正は、次表のとおりです。

5，l0，l5，20から12.5，25へ
0，5，10，15 
20，25，30，35 
40，45，50，55 
60，65，70，75， 
80，85，90，95 

例 439.920MHzで運用中、 20kHzス
テップから12.5kHzステップに切り換
えると、 439.925MHzになります。

12.5，25から5，l0，l5，20へ
O O 

12.5 10 

25 20 

37.5 30 

50 50 

62.5 60 

75 70 

87.5 80 



4岨2-4 デュアル受信

Fキーを押してF表示が点灯している聞にBAND/DUP 
キーを押すごとに、シンプνックス、デュープレック
スおよびデュアル受信に切り換わります。デニ主アル受
信時はDUAL表示とサブバンドの周波数表示が点灯し
ます。

. .叫う~I iす同門
DUAL '-i .:; ..:1. '-1 '-1 '-1 
S&RF 【畑一1-一一一ヨーーー-5-ーーアーーー【9-QVEA-

VFO/M島M静惨惨V

， ' • .1 C ，"'" il ; " ':'.ι，ι1M 

それぞれのモ一ドでのデ、ユアyルレ受信ができます。

周波数は各モードで最後に操作した周波数です。

ご注意
1. VHF帯および UHF両バンドの周波数がメモリーされたチャ
ンネルがないと、デュアル受信に切り換わりません O
2. コントローラ接続時にはテボュアル受信に切り換わりません。
3.サブバンドではベル、 CTCSS、DTSS、ページングおよびス
キャン機能は動作しません。
4.サブバンドのスケルチはオートスケルチですので可変で、きま
せん。

@メインバンドとサブバンドの音量バランス

デ、ュアル受信時のメインバンドとサブバンドの音量

バランスは、サブバンドの音量を下げておこないま

す。サブバンドの音量は16段階選べます。

l.Fキーを1秒以上押してF表示が点滅している聞に
LOW/DIMキーを押します。音量バランス設定モー
ドになります。送信中にマイクのPFキーを押しても
音量バランス設定モードになります。

DUAL 
自 ，I 
6'-， '-1 

''-'L i"I，';' ， -， ';'.L.， t..， L.f 

S&AF -1-8一一一目5-7-白明白9-0VEA-

2.向調つまみでサブバンドの音量を選びます。

HLi二:lごごP工3工~土 l5工月Ll
(数値が大きい程音量は小さくなります。)

AU オートモード (初期設定値)

メインバンドとサブバンドの音量比1:1

また、メインバンドに信号が入るとサブバンドは

自動的に音量が下がります(約1/10)。

1~15 サブバンドの音量が1ステップごとに小さくなり

ます。メインバンドに信号が入ってもサブバンド

の音量は変わりません

3.いず、れかのキーを押すか、 10秒以上キー入力
がないと音量バランス設定モードは終了します。

4-2・5 サブバンドの周波数変更

サブバンドの周波数はメインバンドで設定後

BAND/DUPキーを押してサブバンドに移します。
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4-3 送信

ご注意

1. 送信する前に、低SWR(1.5以下)のアンテナが接埼されてい

ることを確かめてください。

2. 送信する前に必ずその周波数を受信し、他局が交信していな

いことを確かめてください。

3. ハイパワーで長時間送信すると、機器の温度が上昇し、故障

の原因となることもありますので、ご注意ください。

4-3・1 シンプレックス運用
(送受信とも同じ周波数)

1. 同調つまみ等で希望の周波数を選びます。

2. マイクロホンのPTTスイッチを押します。ディス
プレイパネルにON AIR表示がつき、 RFメータが
振れます。

3. マイクロホンに向かつてお言苦しください。
マイクロホンとくちもとの間隔は5cm位が適当です。声が大き

すぎたり、マイクロホンに近づきすぎると、送信信号が大きく

ひずみます。遠すぎると小さくて聞きとりにくくなります。

4. PTTスイッチをはなすと、受信状態に戻ります。
ON AIR表示が消え、メーターはSメーターにかわ
ります。

Cコ

。iM
Ol-

@
O
l町

M

。
l
E1'15.200 

..耳周周圃値週四置姐圃園.-置 } 
-.-・-".，.JSOl

M今 山 M

、
KENWOOD 

J一一----←J-
〆-ー一一~ーーー守'--"
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4-3-2 デ、ユープレックス運用

(異なるバンドを使用しての同時送受信)

ご注意

1. デュープレックス運用時には送信周波数に設定したSHIFT、REV、卜ー
ン、スプリットチャンネルは解除されます。
テ'ュープレックス運用時にトーンを送信する場合は、受信周波数設定時
にTを表示させてください。

2. 受信周波数が送信用波数の 3倍の時、白局の送信信号が入感することが
あります(例;送信馬波数144.600MHz，受信周波数433.800MHz)。
3. 受信周波数と送信周波数が以下の関係になるとき、白局の送信信号が入
感することがあります。
(430MHz帯受信周波数 30.825MHz) x 4 -144MHz帯送信周波数Xll
=30.82MHz 
(144MHz帯受信周波数 30.3MHz) x 4 -430MHz帯送信周波数二30.3
MHz 

1. メインバンドに430MHz帯(または144MHz帯)の希望の
送信周波数を選びます。

2. BAND/DUPキーを押してバンドを入れ換え、
144MHz帯(または430MHz帯)の希望の受信周波数を
選びます。

3. Fキーを押してF表示が点灯している間にBAND/ 
DUPキーを押します。 D表示が点灯しデュープ
レックス運用モードになります。

QVFEr-[ 
l1'15.200 

8 8。⑪@。⑪

4. マイクロホンのPTTスイッチを押すとバンドが入
れ換わり、ディスプレイパネノレは送信周波数にな

ります。



可33./00 
空空~~!!!~ liI軍司oJ 

80①@。⑪ 808

ご注意

交信する相手局の送受信周波数は、逆にしないと交信

はできません。

5. 送信中に受信周波数が変更できます。 (VFOモードで
のデュープレックス運用時のみ)

送信中にマイクの PFキーを押すことにより表示が受
信周波数にかわります。
同調つまみ、またはマイクのUP/DWNキーを操作し
て希望の周波数にします O このときオートスケルチ
が動作し、オートミュートも同時に動作しますので
受信音が小きくなることがあります。

PTTを放す(受信状態)とオートスケルチおよび、オート
ミュートは解除できます。

受信音が小きすぎる場合は、テ、、ュアル受信時のミュー

トレベルを設定しなおしてください。
(メインバンドとサブバンドの音量バランス1-15の間
17ページ参照)

もう一度PFキーを押すと、表示は送信周波数に戻り
ます。

4-3-3 送信時間の制限(TOT:タイムアウトタイ
マー)

連続の送信時間を30分に制限することができます。
ただしリモートコントローラー接続時は動作しませ
ん。

1. Fキーを1秒以上押した後CALLキーを押します。
T表示が点灯します。
(設定の解除は同じ操作を繰り返して、 T表示を消
します。)

吋33.100

童話。 8088。8--=

2. 送信状態がタイムアウトタイマーの制限時間に達
すると、 e-プ音が鳴り受信状態に戻ります。続
けて送信したいときは、 PTTを一度放し、もう一
度PTTを押します。

4-3-4 パワー切り換え

LOW/DIMキーを押すごとに送信出力が切り換わりま
す。
ハイパワー: 表示しません。

ミドルパワー MID表示が点灯します。

ローパワー LOW表示が点灯します。
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轡VFOリセット
メモリーチャンネルおよびコールチャンネルの内容
を除く、全ての設定値を初期設定値にします。

1.電源スイッチをOFFに
します。

2. VFO/M惨Vキーを押し
ながら電源スイッチを
ONにします。
このままでは送受信動作はしません。

ただしVFO/M惨Vキー以外のキーを押すとモールス音がでます。

3.もう一度VFO/M惨Vキーを押します。

4・4-4 メモリーチャンネル
メモリーできるチャンネル数は、 30チャンネノレ(ただし
DTMFユニット使用時は25チャンネル)です。
下記のチャンネルは、通常のメモリーチャンネルとし
ての機能以外に次のような機能があります。

CHl~3 DTSSのON/OFFおよびDTSSコード
の設定
送受信それぞれ異なった周波数が
メモリーできます。(スプリットメ

モリー)
144MHz帯プログラムスキャンの下
限周波数になります。
144MHz帯プログラムスキャンの上
限周波数になります。

430MHz帯プログラムスキャンの下
限周波数になります。
430MHz帯プログラムスキャンの上
限周波数になります。
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メモリ-
4-4・1 メモリーの保持
メモリーの保持は、内蔵のリチューム電池で行なって
います。従って電源スイッチを切ってもメ宅リーは保
持されます。
前にメモリーした周波数等が消えて初期設定値になる
ようでしたら、リチューム電池の寿命(約5年)です。ご
購入居または当社サービスセンターで電池を交換して

ください(有料)。

メモリーの初期設定値(工場出荷時)
144MHz帯 430MHz帯

VFO、メモ1)ーチャ
145.000 433.000 

ンネルl、コール
MHz MHz 

チャンネルの周波数

VFO周波数ステップ 20kHz 20kHz 

メモリーチャンネル 2CH 1CH 

トーン周波数 88.5Hz 88.5Hz 

4.4 

4-4-2 

CH7~10 

4-4-3 リセット
鞠メモリーリセット
メモリーに書き込まれている内容およびコールチャ
ンネルの内容をすべて初期設定値にします。

CHl1 

CH12 

CH13 

CH14 

1.電源スイッチをOFFにします。

メモリーは全て初期設定値に

2. MR/Mキーを押しながら電源スイッチをONにしま
す。

3. MR/Mキーを放すと、
なります。
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4-4-5 メモリーの内容

各メモリーチャンネルにメモリー出来る内容は下記の

とおりです(0メモリー出来る、X:メモリー出来ない)。

DTMFユニットが組み込まれていない時

CH1------3 CH4------6 CH7へ~10 CHll~30 

周波数(シンプレックス) O O O O 
周波数(スプリット) × × O × 
トーン(CTCSS)周波数

O O O × トーン(CTCSS)ON/ OFF 

VFO周波数ステップ O O O O 
シフト、 REVON /OFF O O × ホ × 
OTSSコード、 orss × × × × 
ON/OFF 

DTMFユニットが組み込まれている時
CHlへ~3 CH4------6 CH7へ~10 CHllへ>25

周波数(シンプレックス) O O O O 
周波数(スプリット) × × O × 
トーン(CTCSS)周波数

O トーン(CTCSS)ON/ OFF 
O O × 

VFO周波数ステップ O O O O 
シフト、 REVON /OFF O O × * × 
OTSSコード、 OTSS O × × × 

ON/OFF 

* スプリットチャンネルとして使用しない時はメモリーできま
す。

4-4・6 メモリーの書換え
@通常のメモリーチャンネノレ

1.同調つまみ等で希望の周

波数を選びます。

必要に応じて他のデータも設定

します。

(O1J.439.920マイナスシフト)

2. Fキーを押します。ディス
プレイパネルにF表示と最
後に操作したメモリー

チャンネル番号が点灯し
ます。(例.8CH)

3. F表示が点灯している間
(約10秒)に、向調つまみま
たはマイクロホンの

UP/DWNスイッチで希望
のメモリ hーチャンネルを

選びます。(例.5CH)

4.メモリーチャンネノレ設定
後10秒以内にMR/Mキーを
押します。 F表示とメモ
リーチャンネル番号は消

え、書き込み前の動作に

戻り、メモリーチャンネ

ルの書換えは完了しま

す。

一一一一一一一

γ ザ33.3PO

T 守口口守門
ザ3J.3cu F g 

くBH~) EH3θ。@コ

γ 。円 j円
ザ3J.Jιι; F 5 

長王台
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轡スプリット・メモリーチャ
ンネル

O受信周波数の設定

1.同調つまみかマイクロホ

ンのUP/DWNキーでで希
望の受信周波数を選びま
す。必要に応じて他の
データも設定します。
({列.145.600MHz，CTCSS:ON)

2. Fキーを押します。ディス

町田sld.580

0送信周波数の設定

5.受信周波数設定後約10秒

222)品思品tZlmssjザ5703
す。(例.145.700MHz) ト田F -1-3-0-7-9-0四一

<*)このまま 10秒以上経った場

合、またはMR/Mキーを押した場

合は、送信周波数は受信周波数と

同じになります。

プレイパネルにF表示と最 ICTCSS・，cc.円門 官

後に操作したメモリー 1'i:J.DLi Li ← 
51 6. ~~!Mキーを押します。ス
プリットチャンネノレの設
定は完了します。チャンネル番号が点灯し

ます。

3. F表示が点灯している間(約
10秒)に、同調つまみまた
はマイクロホンの
UP/DWNスイッチでメモ
リーチャンネル7------10の1つ
を選びます。(例.10CH)

4.メモリーチャンネル選定
後10秒以内にMR/Mキーを
押します。

22 

F表示は消え、受信周波数
の設定は完了します。

αョ。08'8 喝コ

lザ5.500
国内F -1-3-5ーァ-S-QVER-

F Ii/ ，ι， 

島村 長量己

Oスプリb ツトチャンネルの
確認

7.確認のため、 MR/J日キーを
押してスプリットチャン
ネルを呼び出します。受
信周波数と一+表示が点灯
します。

8. REVキーを押して、送信
周波数を確認します。

口丁目S ・.LL円円
i可'::::U:lUU

口TCSS1_1  C ，門 n
j '-j.:::l. IιtιF 

くθ。の 8'88，8コ

1 ，.， 
11..' 

/i可，ι， 



輸コールチャンネル

1.同調つまみ等で希望の周
波数を選びます。
必要に応じて他のデータも設定し

ます。

(例.439.920 ーシフト)

2. Fキーを押します。ディス

τ ザ33.3PO

ぶ主計良でJ空IT ザ33.3POFB 
チャンネル番号が点灯し lS!i.RFY一一一7-9 町内ー
ます。(例.8CB) ζ8 008 。θθ08~

3. F表示が点灯している間(約
10秒)に、 CALLキーを押
します。

F表示は消え、コールチャ
ンネノレは新しく設定した
周波数になります。

4-4・7 メモリーの呼び出し

ザ33.3pg

くをう0(08 。θ808~

VFOモード時に、 MR/Mキーを押すとメモリーを呼び
出せます。同調ツマミまたはマイクのUP/DWNキーで
希望のメモリーチャンネルにします。

4-4-8 メモリーシフト

ディスプレイパネルに表示中のメモリーチャンネル、
またはコーノレチャンネルの内容を、 VFO動作に移す機
能です。

1.メモリーチャンネル動作
またはコールチャンネル

動作の状態からFキーを押
します。
ディスプレイパネルにF表
示が点灯します。(例.5CBの

439.920MBz ーシフトをVFOに

移す。)

2. F表示が点灯している問(約

T ザ33.9POF5 
S8.AF一、-3-5ーア-9一町内ー

くθ 。① θ 。8EH~コ

昨日FO/M砂Vキーを IT ザ33.9PB
F表示は消え、メモリー L 一一一 5-7~9一一一

チャンネルまたはコール
チャンネルの内容がVFO
動作に移ります。

3.向調ツマミまたはマイク
のUP/DWNキーで周波数
が変えられます。

芯ljfiJ
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4・5 スキャン
スキャンは、メインVFOの周波数またはメモリーチャ
ンネルを自動的に変えながら受信する時に使用しま

す。スキャンをONにする時はベル機能をOFFにして
ください。ベル機能がONのときはスキャン動作に入
りません。

4・5・1 スキャンの種類

バンドスキャン

144MHz帯または430MHz帯の全域をスキャン
します。 (VFOモードで機能します。)

デュアノレ受信時はメインバンドのみスキャン
します。

プログラムスキャン

144MHz帯はメモリーチャンネル11と12に、
430MHz帯はメモリーチャンネル13と14に書
き込まれた周波数の聞をスキャンします。
(VFOモードで機能します。)

メモリースキャン

144MHz帯だ、け、 430MHz帯だけ、またはメモ
リーされている全てのチャンネル(ロックアウ

トされたチャンネルを除く)をスキャンしま
す。(メモリーチャンネルモードで機能します。)

デュアル受信時はメインバンドのみスキャン
します。

デュアルスキャン
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VFOモード、メモリーチャンネルモード、また
はコールチャンネルモードの時、 430MHz帯

と144MHz帯の最後に表示した周波数を交互
にスキャンします。

4-5-2 スキャン再開条件

タイムオベレートスキャン (TO) (初期設定)
信号を受信するとスキャンは一時停止し
ます。信号のある、なしに関わらず、約5
秒後にスキャンを再開します。

キャリアオベレートスキャン (CO) 

ご注意

信号を受信するとスキャンは停止しま

す。信号がなくなると、約2秒後にスキャ
ンを再開します。

CTCSSがON時はCTCSS信号も一致した局にのみ停止します。
DTSSがON時はスキャンはいったん停止した後、 DTSSコードが
一致した場合にのみ音声を受信します。

@スキャン再開条件の変更

1.Fキーを1秒以上押し続けます。 F表示が点滅をはじ

めます。

2. F表示が点滅している問(10秒間)にVFO/M惨Vキーを

押します。

3. 1.2の動作を繰り返すたびに、タイムオベレートス
キャンとキャリアオベレートスキャンが切り換わり
ます。



4-5周3 バンドスキャン

メインVFOの周波数全帯域をスキャンします。

l. SQLつまみを雑音の消える位置にします。
2. VFO/M砂Vキーを1秒以上押し続けます。
3. MHz桁の@表示が点滅し、スキャンを開始します。
4.スキャンはUP方向にスタートします。
同調つまみまたはマイクロホンのUP/DO羽TNキーで
方向を変えられます。スキャンステップは、スキャ
ン開始時の周波数ステップと同じです。
5.信号が入ると一定時間その局を受信します。その後
は選択されたスキャン再開条件に従います。
6.スキャンは、マイクロホンのPTTスイッチまたはい
ずれかのキーを押すと終了します。

4・5・4 プ口グラムスキャン

144MHz帯プログラムスキャンと430MHz帯プログラム
スキャンが出来ます。
バンドごとにプログラムスキャンの下限と上限の周波
数をあらかじめ設定しておきます。

@下限/上限の周波数設定
スキャンさせたい下限の周波数を選ぴ、メモリーチャ
ンネノレ(144MHz帯は 11チャンネル、 430MHz帯は
13チャンネル)に入れます。上限の周波数をメモリー
チャンネル(144MHz帯は12チャンネル、 430MHz帯は
14チャンネル)に入れます。

ーー}

J 

鞠プログラムスキャン

ご注意

l.チャンネル11と12、(または13と14)の周波数ステップは同一

にしてください。ステップが異なっている場合は、バンドス

キャンとなります。

2. メモリーチャンネル11の周波数が12より高い場合および同じ

場合、(または13の周波数が14より高い場合および同じ場合)
はバンドスキャンになります。，

l. SQLつまみを雑音の消える位置にします。
2. VFO周波数をメモリーチャンネル11と12(または13
と14)聞の値にします。
3. VFO/M惨Vキーを1秒以上押し続けます。 MHz桁の@
表示が点灯し、スキャンを開始します。

以下はバンドスキャンの項4以降と同じです。

4・5-5 メモリースキャン

ご注意

l.その周波数帯のメモリーチャンネルが1つの時はスキャンしま

せん。

2. メモリーロックアウトされているチャンネルは飛ばします。

144MHz帯メモリースキャン、 430MHz帯メモリース
キャンおよび、オールメモリースキャンが出来ます。
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審周波数帯別メモリースキャン
1. SQLつまみを雑音の消える位置に合わせます。
2.スキャンさせたい周波数帯をBAND/DUPで選びま
す。

3. MR/Mキーを1秒以上押します。 MHz桁の 4表示が点
滅し、スキャンを開始します。

轡オールメモリースキャン

4.周波数帯別メモリースキャン中にBAND/DUPキー
を押すと、 144MHz帯、 430MHz帯の区別なく全て
のメモリーチャンネル(ロックアウトされたチャンネ
ルを除く)をスキャンします。

以下はバンドスキャンの項5以降と同じです。

4-5-6 デ‘ュアルスキャン

デュアル受信モードの時は動作しません。

噂デュアルVFOスキャン
VFOモードでBAND/DUPキーを1秒以上押し続け
ると、 144MHz帯と、 430MHz帯の最後に操作し
た周波数を交互にスキャンします。

輔デュアルメモリースキャン
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メモリーチャンネルモードでBAND/DUPキーを1
秒以上押し続けると、 144MHz帯と、 430MHz帯
の最後に操作したメモリーチャンネノレを交互にス
キャンします。

@デュアルコールスキャン
コールチャンネルモードでBAND/DUPキーを1秒
以上押し続けると、 144MHz帯と、 430MHz帯の
コーノレチャンネルをスキャンします。

4-5-7 メモリーチャンネルのロックアウト

任意のメモリーチャンネルを、メモリーチャンネlレス
キャンの対象から一時的に外す機能です。

1. MR/Mキーを押して、メモリーチャンネルモードに
します。

2.同調つまみまたはマイクロホンのUP/DWNキーで
ロックアウトさせるメモリーチャンネルを選択しま
す。

3. Fキーを1秒以上押し続けます。 F表示が点滅しま
す。この間(10秒)にMR/Mキーを押します。
4.女マークが表示され、そのチャンネルはロックアウ
トされました。(例5CH)

|秒以上押す。

5. 2~4 を繰り返すと、全てのチャンネノレをロックアウ
トできます。

6. ロックアウトされたチャンネルの解除は、 1~3 を繰
り返してください。



4・6 レピーター
UHF帯では、遠く離れた局どうしの交信ができるよう
に、ピルの屋上や山の上などの見通しの良い場所にレ
ピーター(自動中継局)が設置されています。.

一般的に430MHz帯のレピーターは、受信と送信の周
波数が5MHz離れています。また、信号に 88.5Hzの
トーンが付加されている場合に動作します。
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4圃6・1 レピーターの運用
本機はオートレピーターオフセット機能を採用してお
り、 439MHz台の周波数になると自動的に-5MHzシフ
ト、トーンONになります。
受信周波数をレピーターの周波数(例.439.920MHz)に設
定して送信すると、-5MHz(例.434.920MHz)になり、
同時に内部の88.5Hz(初期設定)のトーンがONになりま
す。
1. VFOキーを押してVFOモードにし、希望するレピー
ターの周波数を選択します。
2.ーシフト、トーンON(周波数88.5Hz)を確認します。
(シフト 27ページ、トーン周波数 28べージ)

3.マイクロホンのPTTスイッチを押します。

4・6・2 リパース

レピーターを使用した交信中に、相手局と直接交信で
きるかどうかをチェックするために、送・受信周波数を
反転させる機能です。
シフト中、またはスプリットチャンネル使用中、
REV/STEPキーを押すと、送・受信の周波数がいれかわ
り、 REV表示が点灯します。もう一度REV/STEPキー
を押すと、リパースは解除されます。

439.920MHz、ーシフトの例

REVキー PTTスイッチ PTTスイッチ
OFF ON 

OFF 

l.~， ~~~..~~-q.- J Il ~~;~~~~~H~~ ~ 

(Ej1  一T ザ3'ザ.，9e' 0 D 純一 宮7 目吋3FF9F.3HFPFUapE盟国

バンドエッジを越える場合は、リパースにはなりません。

27 



γ出噌

4-6-3 シフト
受信周波数に対して送信周波数を、十または 方向に
シフトさせる機能です。
シフト幅は

430MHz帯は :t5MHz、
144MHz帯では :t600kHzです。

Fキーを押してTONE/SHIFTキーを押すと、そのたび
に+、一、表示なし(シンプレックス:送受信とも周波
数が同じ)に切り換わります。

ご注意

バンドエッジを越えるシフトが設定されている場合は、送信でき

ません。

例 430MHz帯

受信周波数
送信

周波数 430 431 432 433 434 435 436 437 438 439 

+5MHz 435 436 437 438 439 ※ ※ ※ ※ ※|  

-5MHz ※ ※ ※ ※ ※ 430 431 432 1 433 1 4341 

※ シフト、リパースともに無効

4-6-4 トーン
TONEをONにすると、送信中は常にトーン周波数が付
加されます。

@トーンのON/OFF 
TONE/SHIFTキーを押すとT表示が点灯しメインバン
ドのトーンがONになります。
トーンをOFFさせるにはTONE/SHIFTキーを2回押し
てT表示を消します。
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@トーン周波数(=CTCSS局波数)の選択
内蔵のトーン周波数は下表の 38波です。(初期設
定:88.5Hz)

l.Fキーを1秒以上押し、 F表
示が点滅している間(10秒)
にTONE/ SHIFTキーを押
します。
2.トーン周波数が表示され
ます。
3.同調つまみまたはマイク

ロホンのUP/DOWNキーで
選びます。

4.選択後10秒経っか、いず
れかのキーを押すと、
トーン周波数の設定は完
了し、もとのモードに戻

ります。

ご注意

岬司，-司，-、

67.0 107，2 167.9 

71.9 110.9 173.8 

74.4 114.8 179.9 

77.0 118.8 186.2 

79.7 123.0 192.8 

82.5 127.3 203.5 

85.4 131.8 210.7 

88.5 136.5 218.1 

91.5 141.3 225.7 

94.8 146.2 233.6 

(97.4) 151.4 241.8 

100.0 156.7 250.3 

103.5 162.2 
97.4Hzは送信時の方言語作し
ます。

1.レピーターによる交信、またはトーンスケルチ(CTCSS)以外

は、 TONEはOFFにしてください。

2. TSU.6を取り付けていない場合でもトーン信号は送信するこ

とができます。



4・7 トーンスケルチ(CTCSS)
トーンスケノレチとは、自局と相手局のトーン周波数が
一致した時だけ受信させる機能です。，

CTCSSユニット TSU-6(別売)を取り付けたときのみ有
効です。 TSU-6をつけていない場合は、 CTCSS表示は
点灯しますが、 CTCSS動作は行いません。
1.あらかじめ相手局のトーン周波数と同じトーン周波

数を選んでおいてください。

2. TONE / SHIFTキーを押すたびに、下記のA→B→C
に切り換わります。

A. トーン、 CTCSSともに動作しません。
B. トーン周波数を送信します(T表示が点灯)。
c. トーン周波数の一致した信号を受信した時のみ
スケルチが聞きます(CTCSS表示が点灯)。

TONEヒOFF
CTCSS:OFF 

表示なし一一一--T一一一一---CTCSS

4|  
TONE/SHIFTキーを押してCTCSS表示を点灯させま
す。
(トーンスケルチが機能している時は、 SQLつまみを反時計方向に
まわしきっても、ノイズは出なくなります。)

3.トーンスケルチ動作を解除する場合は、
TONE/SHIFTキーをもう一度押してください。

ご注意

レピ}ター使用時は、レピーターの性質上CTCSSは使えませんの
で、 CTCSSをOFFにしてください。

4-8 ヂュアルトーンスケルチ
シスチム(DTSS)

DTMFユニットDTU-2(別売)組み込み時のみ機能しま
す。

DTSSはある特定の局を呼び出したり、待ち受けする
機能です。自局のDTSSコードと、同じコードの信号
を受信した時だけ、スケノレチが開きます。

2秒以上信号が無くなると、スケノレチは閉じます。

CTCSS用のトーン信号がレピーターを通過できないの
に対し、 DTSSはレピーターを使用できます。

DTSS r n門門
ι ιf 基調ILI 

S&RF 】向叩1一一-3一一-5-ーーフー一-8-一一ov巨A-

[ DTMFユニットDTU之(別売)組み込み時の初期設定値

は000です。]

4-8・1 DTSSコード
DTSSコードは、 000-----999(3桁表示)から選びます。
メモリーチャンネノレ1"-'3には、 VFOモードで設定した
DTSSコードをメモリーできます。
メモリーチャンネノレ4"-'25やコールチャンネノレには、
DTSSコードはメモリーでぎませんが、 VFOモード時
のDTSSコードが使えます。
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円吋

4-8・2 OTSSコードの設定方法(VFOモード時)

1.Fキー続いてBELL/DTSSキーを押し、 DTSS表示を
点灯させます。

2.次にFキーを1秒以上押し、 F表示が点滅している間
(約10秒)に、 BELL/DTSSキーを押します。 DTSS
コードの1桁目が点滅します。

3.同調つまみを回して希望の数値を選びます(または
DTMF付きマイクロホン(別売)のO~9キー)。

4. BELL/ DTSSキーを押すと2桁目が点滅します。

5.同様にして2桁目、 3桁目も、希望の数値を選んで
BELL/DTSSキーで設定します。
3桁目が終了すると、もとの周波数表示に戻りま
す。

ご注意

途中で、 DTSSキー以外のキーを押したり、 10秒以上何も操作し

ないと、表示中のDTSSコードのままDTSSコードが設定され、周

波数表示に戻ります。
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4-8-3 OTSSデータのメモリー書き込み

.VFO周波数等とOTSSコードを同時にメモリーする

1.前項1"-'5の操作で希望のコードを設定します。
2. Fキーを押し、 F表示が点灯している間(約10秒)に同
調つまみまたはマイクロホンのUP/ DWNスイッチ
で、希望のメモリーチャンネル(1'"'-'3)を選びます。
3. MR/Mキーを押します。

@メモリーチャンネルのOTSSコードを書き換える

1. DTSSコードを変更したいメモリーチャンネノレを選
びます。
2. Fキーを1秒以上押し、 F表示が点滅している間(約10
秒)に、 BELL/DTSSキーを押します。
DTSSコード設定モードになり、同調つまみ等で
DTSSコードが変更できます。
3. Fキーを押し、次にMR/Mキーを押すとメモリーが
書き換わります。

4-8-4 OTSSコードを使った交信

1. SQLつまみを時計方向に回して“ザー"という音が消
える位置にします。
2. VFO動作でDTSSコードを設定するか、 DTSSコ}ド
をメモリーしたチャンネル(1'"'-'3)を選びます。
3. Fキーを押します。 F表示が点灯(10秒)している聞に
BELL/DTSSキーを押します。



Fキーに続いてBELL/DTSSキーを押すたびにDTSS
機能とページングが順次ON/OFFします。

4. DTSS表示を点灯させます。

軸受信

5.設定したコードと一致した信号を受信するとスケル
チが開きます。
鞠送信
6. PTTスイッチを押すと、押しはじめに約0.5秒間コー
ドが送出されます。

ご注意

コード送出中は音声はカットされます。

7. DTSS機能を解除する場合は、 Fキーに続いてBELL
/DTSSキーを押してDTSS表示を消してください。

4-8・5 OTSSコードを使ったレピーター運用

ご注意

レピーターのIDとコ~ドが重なる場合は動作しないことがあります。

その場合は、 ID送出後にもう一度PTTを押してコードを送出してくだ

さい。

DTSS信号は、 PTTスイッチを押したとき一回だけ送ら
れます。このため、レピーターの応答時間によって
は、送信したコード信号の始めの部分が相手局に届か
ないことが考えられます。これを防止するため、レ
ピーターが送信を開始した後コードが送出されるよ
う、ディレイ時聞が設定されています。

構ディレイ時開

通常の送信時は250mSです(変更できません)。

SHIFT、スプリットチャンネル、デュプレックス時
は、初期設定は 450mSですが、 750mS、850mS、
1000mSに切り換えられます。

轡ディレイ時間の切り換え

Fキーを1秒以上押し、 F表示が点滅している間(10秒)
にBAND/DUPキーを押します(ディレイ時開設定モー
ド)。

|秒以上押す。

同調つまみまたはマイクロホンのUP/DWNスイッチで
希望のディレイ時間を表示させます。
表示と同時にディレイ時間は切り換わります。
いづれかのキーを押すか、 10秒以上キー入力しない
と、ディレイ時開設定モードは終了します。
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障理期理費戸

4-9 ページング
オプションのDTMFユニット(DTU-2)を取り付けた時
のみ動作します。

ページングはDTMF信号を使い、グループ全員を呼び
出したり、特定局を呼び出したり、待ち受けたりする
便利な機能です。

例 メンバー2を呼ひ'出した時

F: 145. 660MHz 
自局コード:222
メンノてー l

1~冶:?お込九jう1LLLY主LLLLい6ω肌伽附州日臥附制附hルM附A沿1骨ト
相詩吉王一ド 自副7百=斗了斗ド

可l品

F: 145.660MHz 
自局コード :333
メンノ，-2 

F: 145.660MHz 
自局コード:444
メンノて-3

あらかじめ共通のグループコードと、各自の個別コー
ドを決めておきます。

コードはそれぞれOOO~999(3桁)の中から選びます。
DTSSと違って受信側には相手局のコードが表示され
るため、呼び出した局がわかります。

自局の個別コードで呼び出された時は、相手局の個別
コードが表示され、グループコードで呼び出された時
は、そのグやループコードが表示されます。
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ヰ

ページング操作手順

相手局の周波数に合わせる。

i 
ページングモードにする。

i 
白局のコードを設定する。

待ち受け



4-9・1 ページングコードメモリー

ページング専用メモリーは5個あります

用途

PA 自局のコードをメモリーします。

@ 

PO 受信時に、自局を呼び出した局の

コードを自動的にメモリーします。

呼び出す相手局のコードも一時的に

設定できます。

P1~P3 グループコードや相手局のコードを

メモリーします。

4-9・2 ページング用コードの設定方法

1.Fキーを押し，10秒以内に
BELL/DTSSキーをt甲し
ます。これを繰り返して
ページングモードにしま
す。 P表示が点灯しま
す。

lザ5.550

く@。⑦@。⑪⑪08~

r:JiI ι， 

2.次にFキーをI秒以上押
し、 F表示が点滅してい
る聞にBELL/ DTSSキー
を押すとコード設定モー
ドになりメモリー表示が
点滅します。

白-~\!..~
hDF 

α~00. 80⑪ 80ED点滅
|秒以上押す。

3.同調つまみ(またはDTMF付
きマイクロホン(別売)のO~3 ま

たはAキー)で、希望のメモ
リー(A，0~3)を設定しま
す。

4. BELL / DTSSキーを押す
と、 1桁目のコードが点
滅します。

5.同調つまみで希望の数値
を選び、 BELL/ DTSS 
キーを押します(または

DTMF付きマイクロホン(別売)
のo~9キーを押します)。

1桁目が終了し2桁目が点
滅します。

6.同様に2桁目、 3桁目も、
同調つまみ等で選んで

BELL/DTSSキーで設定
します。

7. 10秒以上経過するか、
TONE/SHIFTキーまた
はMR/Mキー以外のキー
を押すとコードが設定さ
れます。

p国園田

点;威

i'1 i'1 ，-，-， 

しfトイ
α3.。① 808808~ 

点滅

(耳目竺11イ
く@。① 808eo8~ 

芯:kJtむ。j
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開明「

次のようなメンバーのグループで、交信する場

合を例に説明します。

打合せ周波数

白局個別コード

145.660MHz • 
111 
ワム

q
t
u
dせ

っμ
q
δ
4
4

q
r
u
q
U
A
4
A
 

W
S
v
a
H「

一一一

コ
コ
コ

H
H
1
4
H
H
1
H
H
J
 

口
刀
口
刀
口
刀

回

出

同

問

問

問

，sqE
，，
E
d
-
-
F
4
ι
t
 

T
i

つ
山
。
δ

一一一

内、冷、♂、

P
ノ

P
ノ

P
ノ

ン

ン

ン

メ

メ

メ

グループコード 789 

自局のメモリー

PA 111 
PO 
P1 
P2 444 
P3 789 

メンバー1のメモリ-

PA 222 
PO 
P2 789 

メン/¥-3のメモリ-

PA 444 
PO 
P1 789 
P2 111 

メンバー2のメモリ-

PA 333 
PO 
P3 789 
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4-9-3 ページングの送信(呼び出し)

自局のコードをあらかじめメモリーPAに設定しておき
ます。(自局は常にPAに設定します。)

1.相手局と決めておいた周波数にします。

2. Fキーを押し，10秒以内にBELLj DTSS キーを押しま
す。これを繰り返してページングモードにします。

P表示が点灯します。

P表示は

ページング

機能ONを示

します。

相手局のトランシーパーもページング機能はONにしておきます。

3. Fキーを1秒以上押し、 F表示が点滅している聞に
BELLjDTSSキーをf甲します。

点滅

4.同調つまみで相手局のコードがメモリーされている
番号を選びます。



グループ全員を呼び出す場合 二」
1.グループ全員を呼び出す場合は、グループコ L ドが

メモリーされている番号を選びます。

この例のメンバーの場合は、 P3ですO

2. PTTを一回押すかTONE/SHIFT、MR/Mキー以外の
キーを押して周波数表示にもどします。

3. PTTスイッチを持!します。

145.660MHz 
789※111 

。町08岨
@
0
4
 
.。l由
KENWQOD 

...l-一一---1-----ー-ー-、、ーー---

周波数と一緒に、グループコード789と、自局の個別
コード111が送信されます。
正常にコードが送信されていると、 DTMF音が鳴ります。

ご注意

レピーターのIDとコードが重なる場合は動作しないことがあります。

その場合は、 ID送出後にもう一度PTTを押してコードを送出してくだ

さい。

摂家葱察窓塁盗墾墾笠窪蜜警察霊登笠笠間竺笠竺子ご弔問W働協 写ヲ歪でごさ…

特定のメンバーを呼び出す場合(例:メンバー3を呼び出す)

1.特定のメンバーを呼び出す場合は、相手局の個別

コードのメモリ一番号を選ぶ、か、またはPOに相手
局の個別コード書き込みます。

この例の場合は、メンバー3の個別コードはP2です。

2. PTTを一回押すかTONE/SHIFT、MR/Mキー以外の
キーを押して席波数表示にもどします。

3. PTTスイッチを押します。

Cコ

145.660MHz 
444※111 

OIM 

O
同

唱。円
.J01E 

KEぜWOOD
l ，ムーー一日-、ーー一ー戸/

--一一一一一-ーー一戸~

周波数と一緒に、相手局の個別コード444と、自局の
個別コード111が送信されます。
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4-9-4 ページングの受信(待ち受け)

1.相手局と決めておいた周波数にします。
2. Fキ一、次にBELL/ DTSS キーを繰り返し押し、
ページングをONにします。

個別コードで待ち受ける場合(例:メンバー3を待ち受ける)

3.白局の個別コードで呼び出されると、メモリ一番号
はo(KENWOOD製の場合以下向) になります。
この時表示されるコードは、相手局の個別コードで

す。(例周波数145.660MHz
相手局の個別コード:444

相手局のコード
点滅

，.------̂一一一一『、

pザザザ
S&RF -1-8-5-ー『同ア個目白ー-S-OVEA-

0を表示し、個別呼び出しさ
れていることを示します。

4.スケルチが開き相手局の音声が聞こえます。
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5.メモリーPOには相手局の個別コードがメモリーされ
ましたので、このまま送信すると自局の個別コード
と相手局の個別コードが送信され簡単に相手局に応
答できます。

自局の / 145.660MHz 
トランシーパー | ←L. 444※111 

。“
0
・

@

O

l同

1
0
1由

KENWOOD 

一度送信すると、表示は周波数表示に戻ります。

相手局が確認されたらページング機能は解除してくだ
さい。ページング機能を解除するとコードは送信され
ませんので交信がしやすくなります。

相手コードの受信が不完全な場合、ディスプレイパネ
ルはErrpo表示になります。

fF F PB 
58阿F 一一司 3-5-7一一-9-0VER-ー



グループコードで待ち受ける場合

1.グループコードで呼び出されると、グループ企員の
スケルチが聞き受信状態となります。

共通のグループコードと、そのコードがメモリー
されているメモリ一番号が表示されます。
(例グループコード789は3CHにメモリーされているので)

門可門門
r-i 0 ::1 

S&RF -1-8-一一-5-一『ーアー一一-9-QVER-

点滅

0以外を表示し、グループ呼ぴ出し
されていることを示します。

2.このままPTTスイッチを押すと、表示中のコード
789と、自局の個別コードが共に送信され、グルー
プ交信にワンタッチで参加できます。

3.相手局が確認されたらページング機能はOFFにして
交信します。

品 4叫白血記泊エグ少々wて竺雪要望警察守?

4-9・5 コードのロックアウト
(ページング機能の受信動作のみ禁止します。)

Pl~3に個別コードをメモリーしておくと、他局どう
しの交信もコードが合えば受信してしまいます。送信

専用にするにはそのメモリーをロックアウトします。

また、同一周波数で、 2つ以上のグループと交信して
いる場合など、特定のグループだけを待ち受けするに
は、待ち受けを一時止めたいグ子ル~プコードを、ロッ
クアウトします。

鞠ページング用メモリーのロックアウ卜

1.コード設定モードにして、同調つまみでロックアウ
トしたい番号を表示します。
ただしメモリーAおよびOはロックアウトできませ
ん。

2. MRキーを押します。
女マークが点灯しそのメモリーはロックアウトされ

ます。

3.解除には1.2を繰り返します。
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4・10 ベル(留守番着信表示)
相手局からの着信や、留守中の着信を、アラーム音や
ベノレ表示で知らせる機能です。ベノレ機能が動作してい
る聞は、音声信号は入りません。.

CTCSS、DTSS機能およびページング機能と併用する
と、特定局からの着信を待ち受けすることができま
す。

ご注意

1. CTCSS機能がONの時は、トーン信号が1秒以上一致した時だ

けベノレ機能が動作します。

2. DTSS機能がONの時は、 DTSSコードが一致した待だけべJレ

機能が動作します。

3.ページジング機能がONの時は、ページングコードが一致し

た時だけベル機能が動作します。

1. SQLつまみを右に回して、 一一向田 正弘

“ザー"という音を消します。 ..Lr r n曜 にJ
ザ5.66D司 1'-"

2. BELL/DTSSキーを押し、べ 同元ニ二云二五二~
ル表示を点灯させます。 くθ。①@。⑪⑪08=

3.信号が入りスケルチが開くと、約5秒間アラーム音
(プルプル)が鳴り、ベル表示が点滅し、経過時間の
カウントを開始します。

4.経過時間表示は1分きざみ 点滅

で、最大59時間59分までで
す。カウント中に新しい信
号が入ると、今までの経過
時間はクリアされ、最新の
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信号を受信してからの経過
時間をカウントします。

5.経過時間表示中に何らかのキー操作すると、ベル機
能は解除されます。

6.一度も信号が入らない状態で、ベル機能を解除するに
は、 BELL/DTSSキーをもう一度押します。

ご注意

1.マイクロホンのPFキーがモニタースイッチに設定されている

場合は、ベル機能が動作している問も、 PFキーを押すと音声

を酪くことが出来ます。

2.ベル機能は、受信した電波の質(音声の低域歪や、イグニッ

ションノイズの混入等)で、誤動作する場合があります。

この場合、オプションのTSU-6を組み込んで、 CTCSS周波数

を141.3Hz以下に設定することにより、これらの影響を受けに

くくすることが出来ます。

レピーター使用時は、レピーターの性質上CTCSS機能が使え

ません。 DTSS機能と併用することをおすすめします。

3.ペル機能がONのときはスキャン機能は動作しません。



4・11 オートパワーオフ(APO)
電源の切り忘れによる電力の消耗を防ぐ機能です。
スキャン中は、オートパワーオフにはなりま肯ん。初
期設定はOFFの状態です。

1.受信状態で2時間59分以上キー操作がないと、 LCD
表示が点滅してビープ音が鳴ります。その後1分以
上キー操作がないと、ディスプレイは下記表示とな
り、すべての機能が停止し、オートパワーオフ状態
になります。

芯i日ισ
2.オートパワ」オフ状態を解除するには、電源スイッ
チをOFF/ONしてください。

3. APO機能をOFF/ONするには、 Fキーを1秒以上押し
た後、 10秒以内にMHz/LOCKキーを押します。
APO表示が点灯します。

ご注意

1.オートパワーオフ中でもわずかな電流が流れています。使用し

ない場合には必ず、電源をOFFにしてください。

2. APO機能をONにした後、ベル機能をONにすると、ベル機能が

解除されるまでオートパワーオフは機能しません(表示は点灯

しています)。

3. リモートコントローラ」接続時は機能しません。

一一一ぺ万一一一

4・12ヂィマー(DIM)
(照明の明るさ切り換え)

照明の明るさを4段階に切り換えることができます。

1.Fキーを押した後、 F表示が点灯している間に
LOW/DIMキーを押します。

2.同調ツマミまたはマイクのUP/DWNキーで希望の数
値を選択します。

3. 10秒以上キ‘一入力をしないと表示されているレベル
が設定され、もとの周波数表示にもどります。

39 



p"現平幽「

4・13 ピーブ音(BEEP)

ビープ音のON/OFFができます。
Fキーを1秒以上押し、 F表示が点滅している聞に
REV/STEPキーをf甲します。.
この操作をするたびにビープ音のONまたはOFFが設
定できます。

4-14 日ツク(LOCK/ A .LOCK) 

ロック機能は3種類あります。
①マイクロホンのキーロック
マイクロホンの背面に
あるスイッチをLOCK
側にするとPTTを除〈
マイクロホンのすべて
のキーが動作しなくな
ります。

②LOCK(ロック)
パネル面のすべてのキーと同調つまみの動作を禁止
します。

ただしマイクの機能は動作します。
Fキーを押した後10秒以内にMHz/LOCKキーを押し
ます。 LOCK表示が点灯します。

9"9'宮山l'ロC氷 山町一 f'(方ο附
ぷ昌弘 | lザ5.550 1"ノ

ミ~① 8 088。金
LOCKの解除はもう一度Fキーを押した後10秒以内
にMHz/LOCKキーを押します。
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③A. LOCK(オールロック)
パワースイッチ、ボリューム、スケルチを除くすべ
ての動作を禁止します。

LOCK表示が点灯しているときにいったん電源を切
り、 MHz/LOCKキーを押しながら電源をいれます。
A.LOCK表示が点灯します。

A.LOCKの解除はもう一度電源を切り、 MHz/ LOCK 
キーを押しながら電源をいれます。

A .LOCK動作はVFOリセット、 MRリセットをしても
解除されません。

OA.LOCK時の電子音
A .LOCK動作時、マイクロホンのCALLキー、 VFO
キー、 MRキーおよびPFキーを押すとそれぞれの
キーに対応した特殊な電子音がスピーカーからでま
す。

マイクロホンの他のキーおよび無線機のキーを押し
た時は通常のビープ音なります。
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6 保守
6・1アフターサービス

1.保証書
保証書は必ず所定事項(ご購入居名、ご購入聞の記入および記載内容をお確かめの上、大切に保存してくださ

2.保証期間
保証期間はお買い上げの日より 1年間です。正常なご使用状態でこの期間内に万一故障が生じた場合、お手数で
すが製品に保証書を添えて、お買い上げの販売屈または当社サービスセンタ一、営業所にご相談ください。保
証書の規定に従って修理いたします。

3.保証期間経過後の修理
保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売屈または当社サービスセンター、営業所にご相談くださ
い。修理によって機能が維持できる場合、お客様のご要望により有料で修理いたします。

4.アフターサービス
アフターサーピスについてご不明な点は、お買い上げの販売庖または当社サービスセンタ一、営業所にご遠慮
なくご相談ください。

6・2故障とお考えになるまえに
次のような症状は、故障ではありませんのでよくお調べください。

症状 原因 処置

a 電源コードの接続が逆になっている。
a.付属のDCコードは赤が十極、黒が一極です。

電源スイッチを入れでもディスプ

レイに何も表示しない。
b. ヒューズが切れている。

b. ヒユ}ズが切れた原因に関する修理をした後、

指定容量のヒューズと交換してください。

ディスプレイの表示が暗い。 a.電源電圧が低下している o a.電源電圧はDC13.8V:t 15%(11.7~15.8V)です。

b.ディマ…(DIM)の設定が暗い設定値になってい b. Fキー続いてLOW/DIMキ を押した後同調ツ

る。 マミを回してください。 (39ページ)
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Fお明幽

症状 原因 処置

受信できない。 a.スケルチが閉じている。 a. SQLつまみを再調整してください。

VOLつまみを回しでも、スピー b.オプションTSU-6をとりつけている場合。 b. CTCSSをOFFにしてください。 (28ページ)

カーから音が出ない。 ト」ンスケノ凶チが動作している(CTCSS表示

がついている)。

C. オプションDTU-2をとりつけている場合。 c. DTSSまた・はページングをOFFにしてください。

DTSSまたはページングがONになっている。 (30ページ)

d.ベルがONになっている。 d.ベルをOFFにしてください。 (37ページ)

送信できない。 a マイクロホン端子の差し込み不完全。 a.マイクロホンを確実に差し込んでください。

b アンテナの接続不良。 b.アンテナを確実に接続してください。

電源スイッチをいれた時、前にメ a.パックアップ用リチウム電池の寿命です。 a.ご購入居または当社サービスセンターで電池を交換

モリーした周波数が消えて初期設 してください(有料)。

定値になる。

レピーターをアクセスできない。 a. トーン周波数等レピーターによる交信の条件 a. レピーターによる交信P26参照。

が満たされていない。

RC-20を接続しでも RC-20が動作し トランシーパーの外部コントロール系がRC-20 いったんトランシーパーの電源を切ヴて、 VFO/M惨V

ない。 対応になっていない。 キーを押しながら電源をONにしてください。

RC-10を接続しでもRC-10が動作し トランシーパーの外部コントロール系がRC司10 いったんトランシーパーの電源を切って、 CALLキー

ない。 対応になっていない。 を押しながら電源をONIこしてください。

同調ツマミを回しでも、キーを押 a. ロックがONになっている。 a. Fキーを押した後10秒以内にMHz/LOCKキーを押し

しでも表示が変化しない。 b.オールロックがONになっている。 てください。

b. MHz/LOCKキーを押しながら電源をONにし、続い

てa(7)t*作Eをしてく fごさい。
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ア@戸クセサリー〈別売〉
アーす 戸クセサリー

固定局用安定化電源

PS-22 
(TM-702のみ)

スピー力一(固定局用)

SP-430 

マイク口ホン

MC-60/S8 

固定局用安定化電源

PS-32 

多機能ノ¥ンド

マイクロホン

MC-44 

マイクロホン

MC-80 
無指向性
エレクトレット
コンデンサー型

I 

6静

スピー力一(車載用)

SP-41 

DTMFイ寸
多機能ノ、ンド

マイクロホン

MC-44DM 

マイクロホン

MC-85 

一叫%ゆム…一………

スピー力一(車載用)

SP-50B 

マイクロホン(車載用)

MC-55 
単一指向性

エレク卜レッ卜型
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園甲一「

CTCSSユニント

TSU-6 
DC電源コード

PG-2N 
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PG-4H 
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7-2 アクセサリーの取り付け
ご注意:

ケースの取り外し、取り付けの前には、必ず電源ス

イッチ(固定局の場合はDC電源の電源スイッチを含む)
をOFFにし、電源コードを抜いてください。

7-2・1 CTCSSユニット(TSU-6)

1.上側ケースの上面2本と爪を後方へ引き抜いてから上へはずすo
両側面のねじ4本を外し 守
ます@ゐ¥ ! 

2.ケースを外します。上側判¥
ケースの内側にはスピ」カが取

り付けられています。リード線

を切らないようにゆっくり外し

てください。

3. TSU-6f寸属のクッション
(小)をユニットの裏側(コ
ネクターのついていない
側)に貼り付けます。

4.本体のコネクターをユ
ニットに接続します。

5.ユニットをシールドケー
スの上に貼付けます。

6.コードをはさまないよう
に注意しながら上側ケー
スを取り付けます。
7.ねじを取り付けます。 図2

硲総鑑盤滋議訟巡遊盤認およぶωばウ?

7・2-2 DTMFユニット(DTU・2)

1.上側ケースの上面2本と両側面のねじ4本を外しま
す。(図1参照)

2.ケースをタ十します。

上側ケースの内側にはスピーカが取り付けられています。リード

線を切らないようにゆっくり外してください。

3. DTU-2付属のクッション
をユニットの裏側(コネ
クターのついていない
側)に貼り付けます。

4.付属の 2種類のコネク
ターの内 3個のコネク
ターが付いている方を使
用します。 3個のコネク
ターを本体のソケットに
接続します。

C~J このコネクタはイ吏用しません / 

5.ユニットをシールドケー
スの上に貼付けます。

6.コードをはさまないよう
に注意しながら上側ケー
スを取り付けます。

7.ねじを取り付けます。
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7-2-3 リモートコントローラ(RC-I0)

無線機のコントロールをRC・10に切り換えるには、
Rじ10を接続した後に、無線機のCALLキーを押し
ながらPOWERスイッチをONにしてくだされ。
この操作はRC-10が接続されている限り、次からは
必要ありません。

あらかじめRC-lOの取扱説明書をよくお読みくださ
し、。
RC-I0で操作できる機能

② 

g 
g 
⑨ 

① 

①LCD(液品表示器)

⑥ 

⑤ 

⑩ 

送受信周波数その他の状態を表示します。

46 

②キーボード
送受信周波数の選択(1~0キーおよびAV キー)、メ
モリーチャンネルの選択(1~10)およびメモリー呼び
出し時、 11チャンネノレ以上の選択(AV キー)ができ
ます。
③F(ファンクション)キー
他のキーとの組み合せでできる機能は次の通りで
す。

F.1 

F.2 

F.3 

F.4 

F.5 

F.7 

F.8 

F.O 

F.VFO 

F.SCAN 

操作するごとにデ pユープレックスおよび
シンプレックスに切り換わります。
トランシパーのスケルチがONしていると
き、操作するごとにスケルチがOFF/ONし
ます。

操作するごとにシフトが十、一およびシ
ンプレックスに切り換わります。
操作するごとに REV(lJパース)が
ON/OFFします。
操作するごとにTONE、CTCSSおよび両
機能OFFに切り換わります。
操作するごとにメモリーチャンネノレの
ロックアウトがON/OFFします。
操作するごとに RC-10のキーロックが
ON/OFFします。
トランシパー2台によるデュープレックス
に切り換わります。
操作するごとにコールチャンネルが
ON/OFFします。
操作するごとにバンドが切り換わりま
す。



④M(メモリー)キー
メモリーチャンネノレにデータをメモリーするときに
使用します。

メモリーチャンネルの11以上はRC-10から出来ませ
んのでトランシーパー側で行います。
⑤VOL MAIN/RMTスイッチ
VOL MAIN側のとき、 トランシーノマーのボリューム
はトランシーパーのVOLつまみで行います。
RMT側のとき、トランシーパーのボリュームはRじ
10のVOLUME.A."キーで行います。
⑥A/Bスイッチ

トランシーパーを2台接続したときにリモートコン
トロールするトランシーパーを選択するスイッチで
す。

トランシーパーを1台接続したとき、このスイッチ
は機能しません。
⑦VFO/Mキー
押すたびにVFO動作とメモリー動作が切り換えられ
ます。

⑧SCAN(スキャン)キー
スキャン動作をON/OFFさせます。
⑨VOLUME(ボリューム)キー
VOL MAIN/RMTスイッチをRMT側にしたときトラ
ンシーパーの音量が調節できます。

.A.キーを押している問、トランシーパーの音量が上
がります。

vキーを押している問、トランシーパーの音量が下
がります。
⑩スピーカー

受信音を聞くことができます。

包平怒傘滋滋盆盆盗溢益盗勾忽ふ幼必Z二さ三三ごとふーむよ

O音量セットスイッチ
ハンドセットのスピーカー音量を3段階に切り換え
ます。トランシーパーの VOLつまみおよび
VOLUME .A."キーとは独立しています。
⑫PTT(送信)スイッチ
押している問、送信状態になります。また、スキャ
ン状態のときこのスイッチを押すとスキャン動作が
解除されます。
⑬マイクロホン

RC-10を接続した時動作しない機能

1.デ、ュアノレ受信機能

2.DTSSおよびページング機能
3.DIMの設定機能
4.タイムアウトタイマーおよびオートパワーオフ機能
5.付属マイクロホンをRC-10のコネクターBに取りイ寸け
たときPTTスイッチ、 UP/DWNキーおよびマイク
ロホンを除く機能

6.CTCSSがONの時はRじ10のCTCSS機能は働きませ
ん。

各項目のくわしい操作についてはRじ10の取扱説明書を
参照してください。
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問「一一一一

7・2-4 リモートコント口ーラー (RC・20)

コントローラをRC-I0からRC“20に接続しなおしたときに
は、 RC-20を接続した後に、無線機のVFO/M砂Vキーを
押しながらPOWERスイッチをONにしてください。
次からはこの操作は不要です。

ご注意

1.この操作を行うとメモリーチャンネルおよひやコール

チャンネルを除くデータは初期設定されます。

2. RC-I0とRC-20は同時にご使用できません。

あらかじめRC・20の取扱説明書をよくお読みく
ださい。

RC-20を接続した時動作しない機能

1.デュアル受信機能

2. DTSSおよびページング機能

3. DIMの設定機能

4.タイムアウトタイマーおよびオートパワーオフ
機能

5.ベル動作時の経過時間表示のパックアップ

その他の機能については、 RC・20の取扱説明書
に記載されているTM同701の項目と同じです。
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8.参考
8-1 .申請書の書き方

本機によりア7 チュア無線局を申請する場合は，市販の申請書に下記の事

項をまちがいなく記入の上申請してくださいo Oe/lの筒所には， 下記の表よ
りそれぞれのモデルに該当する事項を記入してくださ"0また，本機(j:JARL
〈行止機干重ですから. j~.ì" 聞に笠鉢寄りまたは機干.!(名を記載することにより . 
.i1l {I ~-機系統，'xl を行略することができます。

無線局事項密及び工事設計審

21続守する時々2買の"'.1111."'}<!'鋼電11...~受のや^
同湾政需|千 !I':~'II 電施の小式 11 

トIl
144M 什，|F3..-l iJ 

制 M ，.1 (2) .1 F3. ， .守¥:

1・1

送信機系統図
開

閉
!

3

 

7

7

 

7

7

 

5

5

 

M

M

 

W

W

 

0

5

 

)

l

2

 

主

22'....;:.t 執 1内，，，問 .. 
事r.: ~tof能 144MHz 帯帯.F3 1..1l，'4;<7l 430MHz1*. F3 
ヤ式問
高散の粧

開

"..の
リアクタンス

変調

" 

供け狩|ト1民電ー料情2生
③ 

"へ" ④ 
v 

品園川田宇小中.， ⑤ 
そ円地工事S計 司，.量広司"'事I:Jt五U6畢件にf

争認ぬお伴似品以以弘一…ι一品以叫ぶ以怒笠ぞア号ヤー

雪!l慨帽のe-u醤号若し〈は名跡 又"
発射軒続'.電庄の型式 周J賓悦の."雪

TM-702 TM-702D 

① 10 25 ' 

② 10 25 

③ 
144MHz帯 M57715Rxl 144MHz帯 M57737Rxl

430MHz帯 M57752Xl 430MHz帯， M57729Xl 

④ 
144MHz帯 13.8V25W 144MHz帯 13，8V50W 

430MHz帯 13.8V20W 430MHz帯 13.8V60W 

⑤ 使用する空中線の型式を記入してください。

⑥ 10 25 

⑦ 10 25 

⑧ A021SまたはTM-702 A022LまたはTM-702D

ANT 

ι主"
IOW M57752 

25W M57729 
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f内容岬

盟0ARL制定アマチュアバンド使用区分
園 144MHzバンド

EME 

.FM 

1450C 

02 L呼出周刷(非常温情周柑)

(日 11日 1，1O.144.20I¥lHzの阿波政帯は守 i:!二遠距離姐いに位川する o

W.21デ タ止UII!ilf1見通f"円|足分{土、 lH削 144.75I¥IHz円同地政，:ir，7>
Lグ〉につ，.てはHI込f，;惜.その他丹市i波放併のものについては
SSB送f，;機をf創刊する。

(;t.:i) 144.7S-145.60MHzのI，¥J波f'l:':i}のHI'，在波丹市 1I阿波世帯幅は、
16kHz以ドとする。

園430MHz/、ンド

cw テタ画像
UI'.l )テ タ且びl'同巾j!U(，i"円以分(j:， 43LOO-431.50t...IHz丹!品波位.:1:'の

L のについてはF~Ii&1.í機，その他の阿波世帯内 L円については
SSH送f"機寺使111する。

FM 衛星

43300 

Lー呼出周成妻女(非常通f言周度安全j

(;'1".2) BL50-4:34.00l'vlHzの阿波政帯のFM'，丘地内I'ifflldi皮世帯幅は。
16kHz以ドとするロ

li'l::!) レヒ タ円ヘ 11'， )1 問 ilU故は，別に~iめる μ

Ul; 1) 4:35.0日43H.()(山口lz内町1波f<，:t}は， 19911ド12JI:1I11までは守 ATV
通fιiに使川することができる。

運用にあだつてのご注意
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電波を発射する前に
日本アマチュア無線機器工業会(-.JAIA)

ハムバンドの近くには，多くの業務用無線局の周波数があり，運用されています。これらの無線局の手近距離で電波を発射するとア7チュア局が電波法令
を満足していても、ィ、測の電波障害が発生することがあり，移動運用の際は十分ご;:1'怠くださ U。特に次の場所での運IHは原則として行わず必要な場合は管
理者の承認を得るようにしましょう。

民間航空機内，空港敷地内，新幹線車嗣内，業務用無線局及び中継局周辺等。

参考無線局運用規則 第9条 アマチュア局の運用(発射の制限等)
第 258条 アマチュア局は自局の発射する電波が他の無線局の運用又は放送の受信l時に支障を与え，若しくは与えるおそれがあるときは，すみやかに

、"，該周波数による電波の発射を中止しなければならない。 以ド略
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防円

アフターサービスのお問い合せは、

購入庖または最寄りの当社サービスセンター

営業所をご利用ください。

商品に関するその他のお問い合せは、

お客様相談室をご利用ください。

電話(03)3486-5515

lくENWOOD
株式会社ケyウッド
東京都渋を区渋谷1-2-5(アライブ美竹)〒150

電話(03)3486-5511


